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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一般質問項目表
大 矢 一 夫

（民政クラブ）

個人質問

詫 間　 茂
（民政クラブ）

大 平 直 昭
（民政クラブ）

安 藤 忠 明
（公　明　党）

大久保隆敏
（市民クラブ）

●公共施設について

・観光行政について

・高齢者のピア・サポートについて

・避難マニュアルについて

●県立三豊体育館解体後のスポーツ施

設について

●市の防災力について

・新市民会館の基本計画について

●市役所新庁舎の基本計画について

・自治体の危機管理について

●ＣＯ２削減・エコキャップ運動につい

て

・ごみ不法投棄防止対策について

・琴弾公園を中心とした観光について

・ため池の防災対策について

・学校における防災対策について

●就学援助制度の拡充について

・放射線災害について

・財政について

●食育について

・水道事業について

・旧一市二町にそれぞれ残る市に係る

事業・団体の一本化について

●本市の公共施設等の後年度負担につ

いて

・観音寺町３自治会連絡協議会による

要望書について

・公共施設について

●定住促進について

●観光行政について

●自主防災組織について

●新庁舎建設について

・ツイッターの導入について

・ＡＥＤの普及について

●競輪事業について

・室本港の整備計画及び防災について

安 藤 康 次
（民政クラブ）

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

安 藤 清 高
（日本共産党）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

篠 原 重 寿
（社会民主党）

石 山 秀 和
（公　明　党）

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

原　 俊 博
（市民フォーラム）

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

９月定例会の主な内容

２日招集・会期２６日間

平成２２年度決算の認定
一般会計補正予算など原案可決

　平成２３年第３回定例会が９月２日招集され、
２７日までの２６日間の会期で開かれました。
　白川市長から各会計の平成２２年度の決算の
認定１４件と一般会計補正予算として、歳入・
歳出予算の総額に６億３，０５４万６千円を追加
し、総額を２３６億１，８６３万７千円とすること
のほか特別会計など補正予算が６件、専決処
分の承認が２件、条例改正などが４件、計２
６議案が提出され、議案の提案理由の説明が
ありました。
　８・９日の２日間一般質問が行われ市当局
の考えをただしました。
　議案は決算審査特別委員会及び各常任委員
会に付託され、１２日から２０日にかけて慎重に
審議を行いました。
　また、最終日の２７日、追加議案として公共
下水道事業特別会計補正予算の１議案が提出
されました。
　議案は建設経済常任委員会に付託され、た
だちに委員会を開催し、慎重に審議を行いま
した。
　本会議では、各委員会の委員長から付託さ
れた議案などの審議結果の報告があり、採決
の結果すべての市長提出議案を原案のとおり
承認・可決しました。
　新たに請願２件が提案され、継続審査とな
っていた陳情３件と合わせて審査が行われま
した。
　なお、請願・陳情および審議結果は、１５ペ
ージ「審議した議案等とその結果」のとおり
です。
　また、議会提出として意見書案１件と決議
案１件が可決されました。
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

の
期
間
、
議
会
へ
の
提
案
、
市

民
の
意
見
や
要
望
の
収
集
は
ど

の
時
点
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

す
る
の
か
、
建
設
に
向
け
て
の

今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

　庁
舎
機
能
に
、
市
民
活
動
、

市
民
交
流
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
提
案
す

る
が
い
か
が
か
。

　
　
　期
間
に
つ
い
て
は
、
平

成
２３
年
１０
月
に
設
計
業
務
委
託

を
行
い
、
平
成
２４
年
度
末
ま
で

に
完
成
予
定
。
基
本
計
画
、
基

本
設
計
に
つ
い
て
は
、
市
民
会

館
等
建
設
検
討
委
員
会
の
答
申

後
、
議
会
に
報
告
。
ま
た
、
基

本
計
画
（
案
）
を
平
成
２４
年
１

月
頃
ま
で
に
作
成
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
後
、
基

本
設
計
及
び
実
施
設
計
に
着
手

す
る
。

　新
庁
舎
建
設
の
基
本
方
針
に
、

『
市
民
と
の
協
働
機
能
と
し
て

市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
会
議

室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
市
民
参
加

型
空
間
の
整
備
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。』
と
掲
げ
て
お
り
、

市
民
会
館
等
建
設
検
討
委
員
会

に
お
い
て
も
同
様
の
意
見
で
あ

る
。

定
後
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
議
事
録
を
公
開
。
省
エ
ネ
施

設
を
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
検
討

し
、
計
画
し
て
い
く
。

　地
元
説
明
会
は
、
周
辺
４
自

治
会
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、

小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
建

設
の
全
体
計
画
、
市
道
改
修
を

含
め
た
周
辺
環
境
整
備
、
津
波

な
ど
の
防
災
対
策
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
今
後
も
必
要
に
応
じ

て
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
　
　県
議
会
６
月
定
例
会
に

お
い
て
、
観
音
寺
総
合
運
動
公

園
内
の
老
朽
化
し
た
県
立
三
豊

体
育
館
は
、
取
り
壊
す
方
針
を

県
は
表
明
し
て
い
る
。

　今
後
、
市
と
し
て
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
造
る
と
思
う
が
、

整
備
計
画
を
お
伺
い
す
る
。
ま

た
、
整
備
を
す
る
の
に
約
２
年

間
か
か
る
と
思
う
が
、
現
在
利

用
し
て
い
る
年
間
約
５
万
人
の

方
々
が
、
そ
の
間
使
用
で
き
る

代
替
え
施
設
案
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　平
成
２５
年
度
で
県
立
三

豊
体
育
館
の
代
替
施
設
と
し
て
、

市
立
体
育
館
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

を
県
の
補
助
に
よ
り
建
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　規
模
は
、
県
立
三
豊
体
育
館

に
あ
る
柔
道
の
畳
や
用
具
な
ど

の
保
管
場
所
と
し
て
の
倉
庫
、

年
間
１
５
、
０
０
０
人
が
利
用

し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、
ア
リ
ー
ナ
は
最
大
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
一
面
と
れ
、

武
道
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る

施
設
に
し
た
い
。

　工
事
期
間
中
の
代
替
え
施
設

と
し
て
す
ぽ
っ
シ
ュ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
、
大
野
原
会
館
な
ど

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　①
津
波
・
高
潮
対
策
に

つ
い
て
②
土
石
流
対
策
に
つ
い

て
③
た
め
池
の
整
備
に
つ
い
て

④
公
共
施
設
の
耐
震
に
つ
い
て

⑤
上
水
道
・
下
水
道
に
つ
い
て

⑥
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
⑦
食
料

の
備
蓄
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　①
平
成
１６
年
台
風
１６
号

の
潮
位
実
績
を
含
め
た
既
往
最

高
潮
位
に
対
し
て
の
安
全
が
確

保
で
き
る
よ
う
整
備
中
。
②
砂

防
堰
堤
な
ど
本
年
度
末
で
２
３

９
基
。
今
後
も
土
砂
災
害
発
生

を
防
止
す
る
た
め
計
画
。
③
国

防
で
２７
カ
所
整
備
。
今
後
も
土

地
改
良
区
な
ど
と
協
議
の
上
、

危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順

次
整
備
。
本
年
大
谷
池
を
モ
デ

ル
と
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
。
④
新
耐
震
基
準
適
用
以

前
の
本
市
の
公
共
施
設
で
は
、

統
合
予
定
の
２
小
学
校
（
体
育

館
除
く
）
以
外
の
小
中
学
校
は

本
年
度
で
す
べ
て
改
修
済
。
そ

れ
以
外
は
未
改
修
。
⑤
平
成
１２

年
に
発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地

震
で
本
市
震
度
５
弱
で
被
害
な

し
。
今
後
も
耐
震
化
・
耐
震
管

化
を
実
施
。
⑥
柞
田
排
水
路
が

完
成
。
高
屋
・
八
幡
地
区
県
営

湛
水
防
除
事
業
は
平
成
２４
年
度

完
成
予
定
。
河
川
に
つ
い
て
も

地
元
要
望
を
聞
き
迅
速
に
対
応
。

⑦
飲
料
水
な
ど
非
常
食
を
防
災

セ
ン
タ
ー
、
大
野
原
、
豊
浜
各

支
所
に
備
蓄
。

　
　
　市
役
所
新
庁
舎
の
基
本

設
計
と
実
施
設
計
を
同
じ
業
者

に
発
注
す
る
方
針
だ
が
、
基
本

設
計
か
ら
実
施
設
計
完
成
ま
で

　
　
　新
庁
舎
及
び
新
市
民
会

館
の
進
捗
状
況
、
市
民
会
館
等

建
設
検
討
委
員
会
の
構
成
及
び

議
事
録
・
資
料
公
開
、
施
設
の

省
エ
ネ
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
統
合
教
育
施
設
の

地
元
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
説
明
会
の
状
況
は
。

　
　
　第
２
回
市
民
会
館
等
建

設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
の

承
認
を
得
て
８
月
２９
日
に
答
申

を
受
け
た
。
新
市
民
会
館
の
基

本
構
想
（
素
案
）
に
つ
い
て
も

１２
月
頃
ま
で
に
答
申
を
い
た
だ

く
予
定
。
委
員
会
構
成
は
、
自

治
会
連
合
会
会
長
な
ど
公
共
的

団
体
の
代
表
者
な
ど
１２
名
、
公

募
３
名
の
合
計
１５
名
の
委
員
で
、

議
事
録
の
公
開
、
基
本
構
想
策

公
共
施
設
に
つ
い
て

  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

大
矢　

一
夫

答
弁

質
問

詫

間　

茂

県
立
三
豊
体
育
館
解
体
後
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

市
の
防
災
力
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

大
久
保　
隆
敏

大
平　

直
昭

市
役
所
新
庁
舎
の
基
本
計
画

に
つ
い
て

質
問

答
弁
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　平
成
２７
年
度
末
を
完
了

目
標
と
し
て
、
中
部
中
学
校
、

統
合
小
学
校
、
市
役
所
、
市
民

会
館
な
ど
が
建
設
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
は
ほ
か
に
維

持
管
理
す
べ
き
施
設
が
、
２
８

０
カ
所
程
度
存
在
す
る
。
大
き

な
建
設
物
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち

に
な
る
が
、
毎
年
５
０
０
名
程

度
と
さ
れ
る
本
市
の
人
口
減
少

を
考
慮
す
る
と
、
財
政
は
縮
小

す
る
方
向
に
あ
り
、
相
対
的
に

施
設
管
理
に
か
か
わ
る
後
年
度

負
担
率
が
増
加
す
る
。
国
の
同

様
の
推
計
に
照
ら
し
て
も
、
財

源
に
余
力
を
持
っ
て
市
政
運
営

に
取
り
組
む
べ
き
と
き
と
考
え

る
。
市
民
に
対
し
、
何
を
残
し
、

何
を
廃
止
す
る
の
か
を
、
長
期

振
興
計
画
な
ど
に
明
示
し
、
理

解
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　財
政
に
つ
い
て
は
、
健

全
化
判
断
比
率
な
ど
を
踏
ま
え
、

中
期
的
な
財
政
収
支
の
見
直
し

を
立
て
る
中
で
無
理
の
な
い
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
２３
年
度
市
有
主
要
施
設
現

況
調
査
を
集
客
機
能
の
あ
る
施

設
５２
カ
所
で
行
い
、
維
持
管
理

計
画
な
ど
を
作
成
し
て
い
く
。

年
度
は
１２
・
５
％
。

　現
状
は
、
不
燃
ご
み
と
し
て

回
収
し
、
固
形
燃
料
と
し
て
再

資
源
化
し
て
い
る
。
今
後
は
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
高
揚
の
た
め
、

衛
生
組
合
、
自
治
会
及
び
公
共

施
設
管
理
者
な
ど
と
協
議
を
行

い
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　就
学
援
助
制
度
は
、
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
小
中
学

生
の
家
庭
に
学
用
品
や
給
食
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
す
る

制
度
で
あ
る
。

　国
が
２
０
０
５
年
度
か
ら
国

庫
補
助
を
一
般
財
源
化
し
た
こ

と
に
伴
い
、
収
入
基
準
を
厳
し

く
し
た
り
支
給
額
を
切
り
下
げ

た
り
、
ま
た
広
報
不
足
や
申
請

手
続
き
の
煩
雑
さ
か
ら
、
申
請

漏
れ
が
発
生
す
る
な
ど
の
問
題

も
起
き
て
い
る
。
本
来
支
給
を

受
け
ら
れ
る
子
ど
も
が
阻
害
さ

せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
へ

の
拡
充
に
つ
い
て
次
の
事
項
を

求
め
る
。

▽
全
児
童
生
徒
に
文
書
で
周
知

徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

▽
申
請
書
の
様
式
の
簡
略
化
、

添
付
書
類
を
必
要
最
小
限
に

す
る
こ
と
。

　
　
　こ
こ
数
年
受
給
者
が
１

％
づ
つ
増
加
し
て
い
る
。
今
後

も
就
学
援
助
制
度
の
維
持
・
充

実
に
努
め
た
い
。

　
　
　

｢

食
育｣

は
、
健
全
な
食

生
活
を
通
し
健
康
保
持
を
実
現

さ
せ
、
食
文
化
を
継
承
し
、
食

に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
、
知
識

や
判
断
力
を
会
得
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
指
す
。

①
食
教
育
に
つ
い
て
。
給
食
調

理
現
場
と
、
給
食
を
食
べ
る

子
ど
も
た
ち
の
距
離
を
縮
め
、

「
安
全
で
お
い
し
い
給
食
」

を
体
感
す
る
事
が
ま
さ
に

「
食
育
」
と
な
る
。
取
り
組

み
内
容
は
。

②
「
食
育
推
進
計
画
」
策
定
の

予
定
。
国
は
平
成
１８
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
、
今
年
度
か
ら

「
第
２
次
計
画
」
が
ス
タ
ー

ト
。
県
内
で
も
未
策
定
市
は

２
市
の
み
と
な
り
、
早
急
な

取
り
組
み
を
。

①
栄
養
教
諭
、
栄
養
職
員
は
毎

日
所
属
校
で
食
育
指
導
を
実

施
。
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

と
児
童
・
保
護
者
と
の
交
流

を
図
る
料
理
講
習
会
（
年
２

回
）
や
小
学
一
年
生
の
保
護

者
、
母
親
部
会
な
ど
の
給
食

試
食
会
な
ど
を
実
施
。
学
校

給
食
週
間
（
１
月
）
に
は
、

市
民
に
給
食
へ
の
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
の
、
給
食
展
を

実
施
。

②
平
成
１５
年
度
作
成
の
「
市
健

康
増
進
計
画
」
の
見
直
し

（
平
成
２４
年
度
実
施
）
に
併

せ
て
、
地
産
地
消
の
推
進
、

料
理
講
習
、
栄
養
教
室
の
拡

充
を
含
め
た
「
推
進
計
画
」

を
策
定
し
た
い
。

　
　
　ゴ
ミ
の
民
間
処
理
委
託

も
４
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、

可
燃
ゴ
ミ
と
不
燃
ご
み
の
搬
出

割
合
、
再
資
源
化
率
の
推
移
に

つ
い
て
伺
う
。

　２
点
目
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
再
資
源
化
は
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

焼
却
さ
れ
て
い
る
の
か
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
、
特
定

が
難
し
い
。
キ
ャ
ッ
プ
が
焼
却

さ
れ
る
と
、
１
㎏
（
４
０
０
個
）

当
り
３
、
１
５
０
ｇ
の
Ｃ
Ｏ
２

が

排
出
さ
れ
る
。
２
０
０
５
年
エ

コ
・
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
が
設

立
さ
れ
、
全
国
で
２
７
０
の
企

業
や
団
体
が
回
収
に
協
力
し
て

い
る
。
キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個
で

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
本
と
交
換

し
開
発
途
上
国
の
乳
幼
児
に
支

援
し
て
い
る
。
市
の
公
共
施

設
・
小
中
学
校
・
自
治
会
館
な

ど
に
回
収
箱
を
設
置
し
て
、
協

力
を
呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
提

案
す
る
。

　
　
　可
燃
ゴ
ミ
は
１
、
８
０

０
ト
ン
の
減
量
、
約
４
、
４
０

０
万
円
の
処
理
費
を
削
減
で
き

て
い
る
。
資
源
化
率
は
、
平
成

２０
年
度
は
１１
・
１
％
、
平
成
２２

答
弁

食
育
に
つ
い
て

安
藤　

清
高

篠
原　

重
寿

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

伊
丹　

準
二

本
市
の
公
共
施
設
等
の

後
年
度
負
担
に
つ
い
て

質
問

質
問

石
山　

秀
和

Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
エ
コ
・
キ
ャ
ッ
プ

運
動
に
つ
い
て
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　交
流
定
住
促
進
計
画
に

基
づ
い
て
、
実
施
さ
れ
て
い
る

事
業
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、

空
き
家
の
売
却
、
賃
貸
な
ど
を

希
望
す
る
方
か
ら
、
そ
の
利
用

希
望
者
へ
橋
渡
し
を
す
る
制
度

で
、
成
約
し
た
物
件
も
出
て
い

る
。　Ｉ

タ
ー
ン
者
へ
の
住
宅
新
築

等
助
成
金
は
、
本
市
に
住
宅
を

新
築
、
ま
た
は
取
得
し
た
方
の

住
宅
購
入
に
係
る
経
費
の
５
％

に
つ
い
て
５０
万
円
を
上
限
に
助

成
し
て
い
る
。
住
宅
斡
旋
等
助

成
金
は
、
取
引
業
者
へ
５
万
円

を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
移

住
体
験
は
、
７
月
に
行
い
２
回

目
を
９
月
に
行
う
。
関
西
な
ど

か
ら
も
参
加
し
て
い
る
。

　
　
　政
府
の
観
光
立
国
戦
略

会
議
は
「
観
光
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
が
人
口
減
少
時
代
の

地
域
活
性
化
策
の
要
と
な
る
」

と
い
っ
て
い
る
。

　本
市
は
日
本
で
も
第
１
級
の

観
光
資
源
で
あ
る
有
明
浜
・
琴

弾
公
園
を
有
し
、
ほ
か
に
も
豊

稔
池
堰
堤
、
ち
ょ
う
さ
祭
り
、

６８
・
６９
番
札
所
な
ど
多
く
の
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
資
源
を
全
市
民
が
磨
き
あ

げ
、
光
り
輝
か
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
観
光
振
興
の
本
質

は
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
」
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
で
あ
る
。
本
市
の
観
光
行

政
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　
　観
光
行
政
に
対
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
観
光
振
興

の
経
済
波
及
効
果
は
多
角
的
に

地
域
産
業
に
わ
た
る
。
地
域
の

皆
さ
ま
と
行
政
が
連
携
を
図
り
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
観
光
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考

え
る
。
観
光
振
興
を
推
進
す
る

観
光
客
の
動
態
調
査
を
実
施
す

る
。
ま
た
「
か
ん
お
ん
じ
の
魅

力
ま
る
か
じ
り
」
市
内
め
ぐ
り

を
検
討
し
て
い
る
。
外
国
人
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
た

め
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

今
後
と
も
本
市
の
魅
力
を
最
大

限
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　自
主
防
災
組
織
の
結
成

率
は
、
自
治
会
数
に
対
す
る
割

合
で
観
音
寺
５２
％
大
野
原
７８
％

豊
浜
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
毎
年
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
組
織
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

ま
た
、「
か
が
わ
自
主
ぼ
う
連
絡

協
議
会
」
に
多
数
の
自
主
防
災

組
織
が
加
盟
し
て
い
る
が
、
本

市
で
は
加
盟
し
て
い
な
い
。
ほ

か
の
自
治
体
の
組
織
と
連
携
を

図
り
、
防
災
技
術
や
意
識
を
高

め
る
こ
と
も
必
要
で
な
い
か
。

ま
た
、
ほ
か
の
自
治
体
で
は
自

主
防
災
組
織
と
小
中
学
校
が
連

携
を
図
り
、
防
災
訓
練
や
防
災

マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
自
主
防
災

意
識
を
高
め
る
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
自
主
防
災
会
と
学

校
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　毎
年
、
ほ
ぼ
継
続
し
て

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
組
織

は
１０
組
織
あ
り
、
全
組
織
に
占

め
る
比
率
の
６
・
９
％
で
あ
る
。

た
だ
し
、
三
観
広
域
南
消
防
署

へ
訓
練
依
頼
が
出
さ
れ
て
い
る

組
織
数
だ
け
で
あ
る
。
新
た
に

結
成
し
た
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
、

県
主
催
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ほ

か
の
自
主
防
災
組
織
の
方
と
の

交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

小
学
校
区
で
毎
年
実
施
し
て
い

る
市
の
防
災
訓
練
で
土
嚢
作
製

や
水
防
工
法
訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織

と
小
学
校
の
先
生
や
生
徒
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　平
成
２３
年
度
の
新
年
度

予
算
と
し
て
、
設
計
庁
舎
委
託

料
３
、
４
２
６
万
円
が
承
認
さ

れ
て
い
る
。
半
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
中
、
ま
だ
予
算
は

執
行
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
今
議
会
に
補
正
予
算

７
、
２
８
１
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
①
な
ぜ
今
、
補
正
予

算
が
必
要
な
の
か
伺
う
。
②
早

期
着
工
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

本
市
と
人
口
規
模
な
ど
の
類
似

団
体
の
庁
舎
な
ど
を
設
計
し
た

業
者
数
社
に
声
を
か
け
指
名
競

争
入
札
を
す
れ
ば
、「
早
く
・
安

く
」
で
き
る
と
思
う
が
、
本
市

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　①
補
正
予
算
７
、
２
８

１
万
円
は
、
新
庁
舎
建
設
の
実

施
設
計
と
市
民
会
館
解
体
設
計

委
託
料
で
あ
る
。
平
成
２３
年
度

当
初
予
算
３
、
４
２
６
万
円
は
、

基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
委
託

料
で
あ
る
。
今
回
、
工
程
を
見

直
す
中
で
工
期
を
短
縮
し
、
早

期
建
設
工
事
に
着
手
す
る
た
め

に
、
基
本
計
画
お
よ
び
基
本
設

計
と
併
せ
て
実
施
計
画
な
ど
一

括
発
注
す
る
。
②
当
然
、
現
場

の
担
当
課
、
予
算
を
執
行
す
る

課
、
契
約
担
当
課
な
ど
十
分
に

協
議
、
検
討
を
重
ね
、
そ
の
中

で
工
事
請
負
等
審
査
委
員
会
に

諮
り
、
慎
重
に
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

答
弁

答
弁

質
問

安
藤　

康
次

観
光
行
政
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

友
枝　

俊
陽

原　

俊

博

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

質
問

質
問

安
藤　

忠
明

定
住
促
進
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁
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問
質
般
一

容
内
な
主
の
会
例
定
月
９

果
結
の
そ
と
等
案
議
た
し
議
審

　
　
　

、
は
で
業
事
輪
競
の
市
本

、
と
こ
の
ん
ろ
ち
も
は
員
事
従

も
に
員
職
の
者
業
託
委
務
業
各

。
る
い
て
い
働
が
民
市
の
く
多

結
の
続
存
、
止
廃
の
業
事
輪
競

が
論
結
、
が
る
あ
で
だ
ま
は
論

対
に
者
係
関
、
は
に
き
と
た
出

願
お
を
示
開
報
情
な
か
や
速
し

括
包
に
仮
、
に
も
と
と
る
す
い

た
い
て
し
用
雇
に
的
先
優
、
も

行
を
け
か
き
働
に
う
よ
る
け
だ

と
こ
る
き
で
限
大
最
、
ど
な
う

と
こ
く
だ
た
い
で
ん
組
り
取
に

姿
の
市
本
。
る
す
望
要
く
強
を

。
う
伺
を
勢

　
　
　

地
の
ど
な
用
雇
や
政
財

し
と
的
目
を
与
寄
の
へ
済
経
域

て
し
力
努
に
続
継
の
業
事
輪
競

、
が
る
い
て
し
討
検
を
策
善
最
の

な
速
迅
は
に
合
場
た
出
が
論
結

も
と
と
る
め
努
に
達
伝
の
報
情

努
限
大
最
は
に
用
雇
元
地
、
に

。
く
い
て
し
を
力

味
五
　

亮
伸て

い
つ
に
業
事
輪
競

問
質

弁
答

常任委員会の行政視察の報告
　議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の

内容で先進地視察を実施しました。

議会運営委員会

総務委員会

平成２３年７月５日（火）～６日（水）

山口県下関市……議会改革（主に委員会を先行開催し、後に一般質問を実施

　　　　　　　　する形態など）と議会運営全般について

広島県大竹市……議会改革（主にプレゼン、ディベートを踏まえた「再編交

　　　　　　　　付金使途事業計画に関する決議」など）と

　　　　　　　　議会運営全般について

議　　長　大賀正三

委　　員　森谷政義、安藤清高

　　　　　石山秀和、大平直昭

平成２３年７月１２日（火）～１４日（木）

沖縄県浦添市……①地域通貨「察度」について　②自治体の電子化について

　　　　　　　　③男女共同参画推進ハーモニーセンター

沖縄県うるま市…①市民サービス評価について

沖縄県名護市……①第４次総合計画について

　　　　　　　　②地域ＳＮＳの活用と

　　　　　　　　　地域情報化の推進について

沖縄県糸満市……①平和行政について

　　　　　　　　　（沖縄県営平和祈念公園、

　　　　　　　　　  ひめゆり平和祈念資料館）

委 員 長　石山秀和、副委員長　友枝俊陽

委　　員　秋山忠敏、高橋照雄、西山正勝

　　　　　黒川健太郎、安藤清高、詫間　茂

日　　時
場所・事項

参  加  者

日　　時
場所・事項

参  加  者

▲大竹市役所

▲名護市役所
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

議会からのお知らせ
●次回の定例会は１２月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　大 平 直 昭

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　石 山 秀 和 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　友 枝 俊 陽

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23－3913　FAX23－3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第３回（９月）定例会

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
平成２２年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定（反対１人）

平成２２年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　 定

平成２２年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市水道事業会計決算認定について 〃

専決処分の承認について（観音寺市税条例等の一部を改正する条例） 承 　　認

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例） 〃

観音寺市総合振興計画審議会条例の一部改正について 原案可決

観音寺市特別職報酬等審議会条例の一部改正について 〃

観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 〃

公有水面の埋立てに関する同意について 同　　意

平成２３年度観音寺市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

平成２３年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

※陳情
「所得税法第５６条の廃止」の意見書採択を求める陳情書 不 採 択（賛成２人）

治安維持法犠牲者国家賠償法の制定に関する陳情書 　 〃 　（賛成１人）

住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書 　 〃 　（賛成７人）

※請願
ＪＲ三島・貨物会社に係る税制特例の恒久化等の請願 継続審査

漁業用軽油にかかる軽油引取税の免税措置に関する国への意見書の提出を求める請願書 採　　択

※議提議案
特別委員会の設置について 原案可決

※意見書案
漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書 原案可決

※決議案
競輪事業の本場開催からの撤退を求める決議 原案可決（反対２人）


